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新

神戸製鋼の凄まじいば

かりの圧勝、日本選手権

11連覇で今年のシーズン

も幕を閉じたが、ラグビ

ー人気は高まるばかりで

あった。何を求めてあれ

だけの大観衆がスタンドを埋めつ くすのだろうか。

通常、スポーツの人気は技術や型などが、観 る

た達の好みに合 うことが必要だが、その上に選手

の態度、表情のような心情的要素も大 きく影響す

る。

ラグビーは、グラウンドでは掛fLIな しの男 と男

の激突が展開され、倒れても倒れても前へ、前ヘ

と攻め進む。力と力、体 と体、むき出 しの闘争心

のぶつかり合いである。この男の争いに、技術の

優劣だけでなくその心―スポーツの原点を求めて

多くのファンが集まるのであろう。

激烈な男の戦いだけに、
~つ間違えるとゲーム最

中に乱間になりかねない。それを防 ぐためにレフ

エ リーには絶対の権限が与えられている。特に暴

力的行為に対 しては警告、退場→以降の試合出場

禁止の処分もある。

憂慮すべ きことは、ここ数年の世界的傾向であ

るが、五 ヵ国対抗やW杯でも、 レフェリーの制止

を振 り切っての乱闘が起 きている。国際ラグビー

機構 (IRFB)も この事態を重視 し粗暴なプレ

ー、暴力的行為に歯止めをかけるため、 レフェリ

ーの厳 しい即断 を指示 している。日本協会ではさ

らにフェアー・ラグビーを目指 し、この考え方を

'89ル ール改正施行の中心に据 えている。激 しい戦

いの中でも、フェアーをモットーとするラグビー

の原点を求めているのである。

1115 全国高校大会県予選 Jヒ条―愛光 (右 )

::ニ 想

会 長 細 田  新

それだけに、昨年12月 の県 リーグ戦で起 きた暴

力事件は遺憾の極みであり、言語道断の行為と言

わざるを得ない。厳 しい処分は当然であり、当事

者の猛省を促 したい。

ふ り返って神鋼 。早大戦を考えてみると、スピ

ーディで激 しいぶつかり合いの中でも、全 く粗暴

なプレーは見られなかった。特に神鋼のプレーは、

王者にふさわしくファインであり、フェアーであ

り、見事 というほかなかった。かってその粗暴な

プレーを名差 しで批判 され、出場停止処分まで受

けた有名選手の変身ぶ りなど、日を疑 うほどであ

った。それでこそ社会的に認められるのだと思う。

スポーッはプレヤーだけのものではなく、多く

の人の心を楽 しくも、寂 しくもさせるものだ。そ

れがスポーツの持つ普通性 というか公共性 といお

うか、その影響力は極めて大 きいものがある。指

導者は選手一人ひとりにその自覚 を持たせなくて

は、愛媛県のラグビーの発展は望めないと思 う。

一つ

激しい中にもフェアーなラグビーを一一

巨
-2-
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このように大切でやっかいな記録づけをしてく

れているのは、殆んど高校女子マネージャーであ

る。このことは、本県ラグビー史の一駒 を、一頁

を、彼女達が主役になって丹念に綴 り続けてくれ

ているということであって、表舞台で活躍するプ

レヤーに勝 るとも劣らない、裏方でのラガーなの

である。 ご`苦労さん、と一言、声を掛けてあげ

てほしいものである。

演 習 問 題

I ラグビー特有の用語で日頃よく耳にし、日に

する次の略記号はどういうことか。即時にどれ

ぐらい解答できたかな ?

〔ポジション〕
PR.FB.SO.FL.WTB.LO.
HO.CTB.SH.

〔グラウンド〕
HL GL.TL.DL.GP.

〔プレー〕
S.G.P.T.M.ST.PG.R.LO.

Ⅱ 次のレフリーの動作は何 を示 しているか。

記録づけの演習

Ⅲ 次の記録事例は、プレーの流れ、状況につい

て適切に表現 されている、いない ?

―-29分、東都陣左寄 り22mか らの東都パスを、

城南13イ ンターセプ トして30m独走、ポス ト直

下にT。 15Gを ねらうもボールはバーに当たっ

て不成功 (城南13-4東都)。

※解答はあえて示 さない。ルールブック等で勉強

してほしい。 (イ ラス トは競技規則 より)

-4-
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(左から、土居、藤本さん)

った。部員の優 しい気持 ちがほんとうに嬉 しか

った。でも、やはり他校の人達と同 じように、

負けた時に見せる男の涙は辛いものですね。

日 野 マネージャーにしかできない仕事 を、一

生懸命やろうと心掛けています。そのためか、

家では余り手伝ったことがなかったのに、自分

から進んでやるようになりました。やはり負け

て泣いている選手をみるのが一番辛いですね。

――頂点に立つのは一校 しかない。いつかは負け

る。勝って泣 き、負けて泣 く。 しかし一生懸命

頑張った美 しい涙ですね。

皆んなの中で 3年生は野本 さん一人。 3年間

を振 り返ってどうですか。

野 本 花園の全国大会県予選で、北条高は松山

城南に敗れました。でも私にとっては、今まで

の中で最も心に残 る良い試合がみられました。

マネージャーをしていてほんとに良かったと思

っています。

一―新田高が30度 日の全国大会出場 を決めた。女

子マネージャーにとって、花園とは何なのでし

ようか。

井 上 大きな目標です。マネージャーとして部

員と一度は行ってみたいところです。

池 本 野球の甲子園と同じ感 じ。部員とマネと

の共通の目標です。

小 松 最後の最後に出てくる「合言葉」です。

黒 川 ポスターをみて、いつも心の隅にあると

ころです。

土 居 マネージャーになるまでは、ピンとこな

いところだった。でも今は、選手の大 きい目標

として頑張っているのを見ると、一緒 に行って

見たいという実感 となってきました。

藤 本 目標といいたいけど、まだ夢のグラウン

ド。

渡 部 みんなが共通 して持っている夢。

日 野 大きい目標。来シーズンは是非実現 して

ほしいと願っています。

野 本 憧れの花園に行けなかったけど、花園を

目ざして練習 してきた日々が、強烈な思い出と

なって残る。後輩の部員に頑張ってもらって、

是非行ってほしいものです。

一一花園への切符は新田が手にし、大学、社会人

日本選手権 と、中央ではこれからが本格的な大

ゲームの始まりです。県内ではもうシーズンオ

フのような感がします。今年、印象に残ったゲ

ームやマネージャーとしての抱負などを聞かし

てください。

井 上 新田と松山城南が強かった。総体で城南

と対戦 し、18-12で敗れた。後半は勝っており

残念だったけど印象に残 るゲームでした。

池 本 新田と城南が中心だった。周 りのチーム

も力を伸ばして、良い試合、惜 しい試合といわ

れるように、新田、城南と面白いゲームがやれ

るようになってほしいと思います。

小 松  3年生は総体で退部。 2年生主体のため

に、新田高のゲームを見ていると練習の仕方な

ど、根本的な違いを見せつけられた思いです。

一一大阪はじめ全国的には、進学校でありながら

浪人してでも、 3年生で試合 をするチームもあ

るが、どうだろうか。

小 松 東高に入った目的の方が大 きいので、そ

んなことは無理 と思います。

黒 川 全国的にみると、 2年生主体のチームで

も全国大会に出場 しているのだから、短時間で
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(左から、渡部、日野、野本 さん)



―ι―

°
準準へヽ

=マ lヽγη獲馴
｀
6γ暫孝V―イア

'靱
米輩

°ヽAγa

き)準
'W°

γιγヽグγ゙72ご燕ユ準ソコ T ギ
°ヽへ7翼1″]'暫,V―影⑦芸¥°Qヽγη

葦昌1躁章尋⑦ツム⑦薬砂
｀
6二暫7晋¥⑦営爆

?砂まIE°γη準ヽヽOヽへ轟マ〔ワ聖コ配力
=2

(γ♀幸1面
｀
罰日

｀
繹翼V淑

｀
留丁

｀
9ヽク翠)

身γク
｀
コ(,7ι92割Aヽγ9丁0中歌 率 瞑

。、へ
γnγ髪〔T準き難

尋イ∠乙⑦手1羊
｀
翼影)(loC暫マCユ7-ヨ

/4)(1、γ],し゛
〔fn,9υ7],珊¥ヽへ平[)

∩γヽ
~17772°

〔87‐/C孝〉襲〉,〉n,7
ア|)0｀コ準,γιγヽV92準菌|マη本一 徘 レヽ
°
〔87ヽAγ百尋回里⑦万力I奉↓濯身近軍?

0°暮|[?―キイーツムアツ7],覇力8 11r 音
°、へ‐

t/翼1″
=1暫?フー多⑦聯軍

き業中
｀
〉孝0(1シV7~―

多考単fl秘茉幸 暑 T
°ヽへγきこヽγ斉マクワ)Q要尋―コイ4 率 型

°ヽ17ク)0き7-キイーツム⑦

日OIttfl靱茉輩
｀
(1響子ツム率準⑦コ 蝦 撃

°ヽAγ民彰]'暫7V―多FI畔マγ゙↓黎 整 日
°
準率

1ヽ2C留7〔21″9ヽターa/4｀)ηマイエ

乙孝彪灌■)a茉幸
°
準準a7〉ジ準?マコγ

C,Elズ
`｀

7アγ
C´、γ百2ηマーキイーツム

FI)戦軍
｀
γ゙7Cシツ⑦渤漸F'V割業中 率 蘇

°(7準
準η〔P旱翠a9ヽγヽγ⑦マーa/

4⑦砂茉幸獣軍
°
72⑦マ燕繁fl γ糞率編⑦軍

¥]rOマ果以γ゙饗マーP/4り排Fl γヾ2クーー

″髪:ヨ6∫1諄 辛 蘇
°
準率へヽ)0晋餞墾]1静目尋紹

ヨ
°
マー子⑦¶′中茅力Z'9尋尋覇力I 麟 日

°
準準へヽ)ι87ヽ全a r12 C壷

コC70C―°
0平⑦)0麟,V―子推 鰐 黎

°
甲裂ヽ独回Z FIユ率

°
準準1ヽ)ι距尋し〔

T,実0゛γO〉oイE4ンェィニ⑦↓

“

、γ tt γ

夕
°
γη準果)嘗旧7]'ビ鍛)ι]力I 率 筆

°
準準1ヽ8マツ碑き

マC,マンf―

`夕

°ヽへa rl)γ76事7。早]1

明吝弾
｀
マツ準曜劇444/⑦聯業へヽ減 暑 丁

°レ
ЧY

ンFI〉果¥°マコヽヽ孝
`さ

イよくな暉P(17当日孝

果レヽ
°
準率Aヽ)ηノイアー4ヽ],園Aヽ●⑦米斎

γ゙目,7γγヽヽヘマ1)`、/｀苫立子ミイγ llr 音
°ヽ

ηヽ fl)ι?〔夕
°
準準62〉百,v―

ζ∫|ツ7゛γヽ0ヽし〔全ヽマ

`ワ

き,7γク
゛
準)

鵬¥、γ工lTaw⑦狸亭72夕豪⑦子ミイγ w レヽ
°
81γンF畷詐目

｀
η葉:T'彰TTttI°2ヽへ2η撃□γ゙ tt γク

)ι壷|[゛γYフ軍七Z°準準ヽヽ2η晋コヽヽ9)
,準0〉Cコ?爾力τ

｀
6♀)η7星削]1明音

峰コ準,7酬勲発
｀
果墓7¥夏]'星削靴音 率 騨
°
準)融目゙γ⑦2)単尋覇カ

I 
｀
9ヽγ yttT゛γ覇七I)Yフγ゙TttZ T ギ

°
曇-7灘ヨ⑦嘉寺辛マ

｀
9嘗き0率コアa

rl許
。
準準6率騨γ゙↓¥Y暴7,(1腑γ゙力讐――

°
準準Aヽ)ι醐マへヽη rl)。さ],菓勁7ツタ

°
準率へヽ)ι留マ⑦?ツ797爾a¥,、γ、7ァ

コ許

'脅

｀
?覇nヽ自9ヽγy耳準軍Q回

｀
コ準,ヽ負

専[゛γ軍幣7田罪
｀
FI―ュ

``靴
軍⑦静誓 辛 壼

°
準)殺

澄γ゙⑦γ1ヽ2C壷コ2Cき尋V―イ

`多
7ン4

ヽ・イ乙
｀
?戦葉⑦動⑦寸

`百

軍聯キ田婆 壼 日
°
準準全ヽ)`醐マへヽη fl)

η晋¥｀
`T,7き

■1翁軒アア`ー子へヽ専: 爆 翼
°
準率ヽヽ2C87ヽAγへヽ%

判孝lま葉[ヨ

`著

fl力¥｀)。マρ秦7ワコマヽヽ首

⑦卑獲き田讐
°
7η準果以ι町ク帯)ι響カー

｀
P準,7 n gttY]'工

'日

¥o↓7-P/` 辛 撃
°
準準Aヽ)0

日77,7⑦■ヽヽAヽ｀7-a``ッ、へ)ιき↓

霧丁-110濯⑦回I力
｀
)ι護浄],a孝ッタfl

コγク士譲
｀
コ準,77学7ワ(1ゴユ〔P tt T

°
準準へヽ留

7ヽへη fl)η澤¥IE'墨期
｀
2η中音9)。マ



初めての集いに参加して

この度の催 しについて感想文を寄せて貰ったが、

紙数の関係で編集者の独断的要約にさせてもらっ

たことをお許しいただきたい。

野 本 3年生は私一人だったが、どの高校も 1、

2年生がしっかりしていて、すごく頼もしかった。

座談会でも話したけど、一緒にプレーする相手も

「みんな同じ高校生だ」ということを忘れないで

試合に臨んではしいと思います。そのためには、

やはリマネージャーがみんなを支えてあげられる

ように努力する必要があると思います。

私達が果たせなかった ｀
花園出場、をぜひ後輩

達に叶えてもらいたいです。また、ラグビーの素

晴らしさを多くの人達に味わってもらいたいです。

日 野 他校のマネージャーの意見を聞いたり、

スコアーブックの付け方を習い、いろいろと勉強

になりました。

花園は野球でいう
｀
甲子園、ですが、選手達は

この ｀
花園、へ行くことを大きな目標として頑張

っています。試合で勝つためにはチームカはもち

ろんですが、常にマネージャーが選手の怪我の処

置などの気配り、健康状態に気をつけて、いつも

ベストコンディションで試合に臨めるように、心

掛けていなければいけません。マネージャーをし

ていて本当に良かったと言えるよう精一杯頑張ろ

うと思っています。

渡 部 ラグビーのスコアーの理解はまだまだ不

十分ですが、座談会が良った。学校ごとの特色あ

る練習や、部員の人達との交流、先輩マネの経験

など、いろいろ参考になりました。他校のマネー

ジャーと仲良くなれたのも、私にとって大きい収

穫だった。そして、マネージャーという仕事が、

重大/と いうことを自覚しました。部室の清掃を

したりするだけでなく、部員の精神的な面におい

ても、プラスになるよう活動したいと思いました。

次回の座談会は、もっと地域を広めて愛媛県の

人みんなで話し合えたらと楽 しみにしています。

池 本 記録講習は短時間でしたが、これまでの

記録への反省点もでき、次からは気をつけて頑張

ろうという気持ちと、何よりもマネージャーを必

要 としてくれているんだなという、嬉 しい気持 ち

で一杯です。

今回の会を通 して、どのチームも勝本」を目指 し

て一生懸命なんだということを強 く感 じました。

そして、マネージャーは練習、試合はしませんが

勝 ちたい気持 ちとラグビーが好 きだという気持 ち

は、部員さんと一緒なんだなあと思いました。

井 上 私達の場合、先輩がいないのでスコアー

づけなど、何 もかも独学と経験からやっていまし

た。だから、今回の記録講習会はとても勉強にな

りました。

普段、試合場などで見かけることがあつても、

なんとなくよそよそしくなってしまって、あいさ

つ しようと思ってもできなかったり、なんてこと

もありました。でも、これからはこれを機に、他

校のマネージャーともコミュニケーションできる

ようにしたいと思います。機会があれば、 2回、

3回 と続けてほしいと思います。

小 松 試合の時に見かけてはいても、話をした

ことがなかった他校のマネージャーさんと話 し合

えて、とても楽 しい思い出となりました。他校の

人達も本当にラグビーが好 きなんだなあと感 じさ

せる発言が多く、仲間意識のようなものを感 じま

した。そして、あんなに強 く私はマネージャーな

んだと自党 したことは、今までになかったような

気がします。

マネージャーという立場は、その人の意識や行

動で生まれてくるものですから、プレーしている

人達以上にラグビーが好 きでないと、存在感のあ

るマネージャーになれないと考えています。あと

に続 く人達がみんな、私 と同じ思いでやってくれ

たらと、今はこの思いでいつぱいです。
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(左 から、井上、池本、小松、黒川さん)
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ッチライン間を数回繰 り返す。

●2～ 3回位、プレーを見ていたが、ワンモー

ションパスができていないために、自ら実演 して

みせる。

〔指導〕 ボールの受け手はスロアーの方に上体

を向けて両手を出し、ボールを受けると直ちに腰

を入れて、パスする方向にきっちりと上体を向け

受け手をよく見ながらていねいにパスする。これ

らの動作が連続 した流れのワンモーションである

こと。プレヤーの殆んどが、上体の向け方や両手

の出し方が不十分であり、 3～ 4歩走ってからで

ないとノヾスしない (で きない?)か らであったよ

うに思う。 (カ ット参照)

●つなぎと展開ラグビーのためには、FW、 B

Kと もに是非習熟してほしい基礎プレーである。

(2)BKの 攻撃に対 して FWはプレッシャーをか

けたディフェンスの練習。

●BKは SH、 SO、 CTB、 (1人又は 2人 )

WTBの 4～ 5人 を、浅 く、狭い (2m間隔)ラ

インを引かせる。 FWは BKと 同人数を相手スク

ラムの位置につける。ハーフライン位から、コー

ナーフラッグロ掛けてBKに トップスピー ドで、

ワンモーションパスで走 らせ トライを狙わせる。

これをFWがディフェンスする。落球 したらその

位置から続けて走 らせる。あくまでも トライをと

る、とらせない実践練習である。これを数回くり

返す。 レアリー氏は 1組みのプレー完了までよく

見届けてから、次の組みを走 らせていた。

大変重要なコーチングのあり方ではないだろう

か。ゴール前に迫っておりながらスピー ドを落 と

したり、日くらパス。インゴールに入ってもいい

加減なパスをしあって落球 したり、一向 に「 トラ

イ」の行為をしない練習を見かける。普段からト

ライに執着 させるコーチングが必要だと思 うのだ

がどうだろうか。

(3)前項と同 じ組み編成をし、 BKの攻撃に FW
がフォローする練習。

●BKは前と同 じように、ワンモーションでパ

スを回わし、 FWは ポジションに応 じたフォロー

をする。刻々変化 して動 くボールに対 して、各自

がいかにして早 くボールに接近するか、コースの

取 り方、走力をつける、 FWパ スヘの切 り替え等

臨機応変のプレーを実践で身につけ、また応用プ

レーの基礎 となる練習方法であると思 う。

●愛媛のBKラ インは、比較的深 くて広い場合

が多いように思われる。ニュージーランドのラグ

ビーは、「ブラック・ブランケット・パワー」。

つまり1枚の毛布位の広 さに、黒のジャージを着

た選手15人全員が入れるほど、彼 らは寄 り集って

ボールをつなぎ、集団の力で相手を圧倒するとい

う戦法である。 レアリー氏によると、BKラ イン

が浅いからゲイン・ラインを早 く突破できる (ワ

ンモーション・パスが前提 となる)。 また、狭いラ

インだからFWが一歩でも早 くBKを フォローで

き、ボールヘの集散に勝てる、と。

チーム個々の戦法だから一概にいえないが、C
TBやWTBが FWのバ ックアップがないままに

単独で突込んで敵の飼 じきになり、あたらチャン

スをつぶ しているプレーをよく見かけるが、一考

に値する課題ではないだろうか。

(4)ゴロボールのキャッチング

●膝を折 り、腰 を落 として両手でしっかりとキ

ャッチする練習である。

訓練が十分できていない選手によく見 うけられ

ることだが、膝 を突張 り手先だけで受けようとし

ている。膝関節の訓練 と、確実にキャッチすると

いう意識が大切であろう。

(5)ハ イバン トのキャッチング

両肱を狭めてボール

を抱 くようにキャッチ

する (カ ット参照)。 特

にイ炎ブラをギFる FBと 、

その機会の多いWTB
の特訓課題であろう。

(6)モ ール

特に第二、第二のプ

レヤーのモールヘの参

加の仕方、ボールの渡
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第44回国民体育大会は、北の大地北海道で 9月 17

日から6日 間にわたって行われ、ラグビーは札幌市
の月寒競技場 (成年)、 野幌総合運動公関 (少年)で
開催 されたc全愛媛は少年と成年 1部 に昨年に続い

て出場 した。

【少 年】
1回戦 9月 17日  野幌総合運動公園

埼 玉14(:I化)10全愛媛

少年は17日 、 1回戦で優勝候補の一つにあげられ

ていた熊谷工などを中心に編成 した埼玉 と対戦 した。

前半、愛媛は自陣に攻め込まれながらも必死に耐

えたが、18分 、24分 とゴール前のモールを押込まれ

2ト ライを先行された。後半に入ると愛媛が本来の

リズムをとり戻 し、 3分、自陣22mの ラインアウト

から坂田が突進 し、Nlo 8坂 本にリターンパスが通り

右ス ミトライ。さらに15分 には相手のキックを大北
が受け、TBラ インにつなぎ同崎が20m独走 して右

中間にトライ。ゴールも成って10-8と 逆転に成功。

しかし埼玉は20分、愛媛のボール処理の悪 さをFW
がうまく突いて右ス ミに トライ、ゴールも成功 して

これが決勝点になった。

撃

¨ ¨ 柵 鰤 面

は ま な す 国 体

¨ 棚 硼 柵 ¨

崖

誦‖全愛媛少年・成年 1部とも初戦一歩及ばず鮮

【成年1部】
準決勝 9月 18日  札幌市月寒屋外競技場

北海道19(るI化)15全愛媛

5。 7位決定戦 9月 20日 札幌市月寒屋外競技場

長 崎70(1:=:)3全愛媛

成年 1部は初戦で地元の北海道と対戦 した。前半

風 上に立った北海道は 2分、PGで先行。さらに17

分にもトライを加え7-0と した。風下の愛媛 とし

てはよく攻撃に耐え後半を迎えた。後半 4分、北海

道は追加 トライを入れ (ゴール成功)13-0と リー

ドを広げた。これまでは全くのJヒ海道ペースだった。

しかし7分、 SO菊池がPGに成功 して反撃の糸口

をつかみ、13分 には相手陣ゴール前のラインアウ ト

から河本が トライ、ゴールも成功13-9と 追い上げ

にかかった。ところが25分、北海道はパ ントから右

オープンに回して トライを加え、ゴールも成って19

-9と 差を広げた。これが愛媛にとっては致命傷 と

なった。このため28分、スクラムから菊池―森―中

矢とつないで トライ、ゴールも成ってあと一歩まで

せまったが及ばなかった。

成年 1部の 5、 7位決定戦は三菱重工長崎の長崎

と対戦したが、北海道戦で燃焼 し尽 したのか lPG
のみの70-3の 大差で敗れ、 7位が確定 した。

平成元年 8月

成年 1部強化試合

対京都教育大戦

ハンドオフでタックル

をはずし、突進する

全愛媛バ ックス

為

―- 12 -―
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12年 ぶり19度 目の全国大会への出場 を決めた松山

大学は 1月 2日 、愛知県口論義運動公園で関東第 2

地区代表の山梨学院大学と対戦 した。松山大は前半

lPG、 1ト ライを奪われ 7-0と リー ドされた。

しかし、次第にリズムをとり戻 した22分、中央線付

近のスクラムからM8南方が右サイ ドを突破 SH豊
田がうまく抜け出しゴール中央に トライ7-6と 追

い上げた。さらに1ト ライ 1ゴールを加え逆転。後

半に勝負をかけた。後半 4分、松山大は自陣でのモ

ールからオープンに回しFB青野が中央 トライ。さ

らにリー ドを広げた。 しかしこのあと山梨に2ト ラ

イを反撃されさらにノーサイ ド直前の34分 には同点

トライを奪われ21-21の 同点とされた。この結果、

大会規定によリトライ数で勝敗 を決することになり

松山大の 3本 に対 し山梨の 4本 が上回り同点敗退 を

喫することになった。

1回戦  1月 2日  口論義運動公園

であった。12年 ぶ りに出場の結果は、関係のみなさ

んの期待を裏切 り、初戦敗退となってしまった。

敗因は、精神的に余裕 を持つことができず、最後

まで ミス、反則 を繰 り返 してしまったこと。特にデ

ィフェンスが崩れたことと、キックミスで大 きなピ

ンチを再三招いたことが反省される。この大会に出

場することを目標にし、試合での集中力と実力発揮

を最重視 してきた我々であったが、それらが殆んど

できず、内容の悪い自滅に近いものであった。

全国大会に出場 して、どんな相手と対戦 しても通

用する体力を身につけねばならないことを痛感 した

が、それ以上に、田舎チームに見られがちな精神的

な弱さを克服する必要があると思った。後輩達には、

今よりも高いレベルのラグビーに取 り組んでもらい

たいと願っている。

H.1.11.26 総合運動公園補助G
思惑ク 対 大工大高OB、 赤黄パ ン頑張る

出場 を決めた。

山梨学院大学0(孔三V)21松山大学
(同 点、 トライ数により山梨学院大の勝 )

12年ぶり 久々の全国大会ヘ

同点で惜敗 ミス、反則を反省

松山大学 主将 青 野 雅 則

昨年11月 26日 、広島大を25-6で降 し、12年 ぶり

19度 目の地区対抗大会出場 を決めた。年が明けて 1

月 2日 から大会が始まり、初戦の相手は関東 2区代

表山梨学院であった。
いささかの不安と緊張 を感 じ10時30分 K・ O。

前半、PGと トライで 7点 を取 られたが、スクラ
ムで押 されることもなく、BKも それほどプレッシ

ャーを受けていない。取 り返す自信は十分あった。
サイ ド攻撃から6点 を返 し、その後、敵ゴール前相

手のラインアウ トのこぼれ球 を押 さえて逆転に成功。
いずれも我々チームの得意とするトライの形であっ

た。

後半開始直後にも1ト ライを加え11点差となり、

流れは完全に我々のものになったと思った。 しかし

中盤にlPGを決めたものの 2本の トライを返され、

余裕 も殆んど無 くなってきた。終了間際にもトライ

を奮われて21-21の 同点、そのままノーサイ ドの笛
が鳴った。当然のごとく抽選を覚悟 して待っていた

が、その必要はなかった。 ｀
トライ数 4対 3で山梨

大準決勝進出、のアナウンスが流れた。 トライ数な

ど全く気にしていなかった私は、嘘 をつかれた思い

―- 14 -―
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準々決勝  1月 5日 神戸総合陸上競技場

都城工専54(:るI:)0新居浜工専
初のベス ト8進出の新居浜工専は準々決勝で強豪

で前年度優勝の都城工専 と対戦した。 1ト ライを目

標にして全力でぶつかった新居浜工専だったが、力

の差はどのような手のほどこしようもなく、前半 5

トライ 1ゴール、後半 7ト ライ2ゴールを挙げられ

結局54-0の 、今大会最大の得点を相手にとられて

敗退 した。 しかし、全国 トップレベルの試合 を経験

した収獲は大 きいものがあり、今後の新居浜工専を

はじめ県内、四国地区の高専ラグビー界に与える影

響は大きい。

憧れのユニバーシアー ドヘ

怪我人続出でも初の 1勝

新居浜工業高専5年

Jl」子 松 口  猛

今年の目標は
｀
神戸で 1勝ミが、新居浜高専ラグ

ビー部の目標だった。それには四国で優勝 しなけれ

ばならないが、本当のところ不安だった。それとい

うのも、ここまでラグビー部を育てて項いた大原先

生 (元全愛媛代表)がいなくなり、学生の力でどこ

までチーム作 りができるのか心配だったのである。

そして夏のリーグ戦では、どうにか優勝 を勝 ち取る

ことができ秋の大会への目途が立ったと思っている

と、今度はI蚤我人の続出だった。

夏合宿でハーフの得能が、四国大会 1か月前にセ

ンターの村上剛、一週間前にSO森田とN68日中と

いった工合であった。幸いなことに村上以外は全員

四国大会へは出場でき、どうにか神戸への道をつな

いだと思った。しかし今度は全国大会一週間前に、

私の靭帯切断とWTB岡 田の怪我で、またもやベス

トメンバーで試合に臨むことができなかつた。こん

な調子で 1回戦の富山商船と対戦したが、我々のチ

ームには好運の持 ち主がいたのだろうか、10-4で
勝ってしまった。

この試合の開始早々FWがスクラムで負けていた。

特に 3番の通称ババが苦 しそうに組んでいる。この

時、 3年前の全国大会のことが脳裏に浮かんだ。「や

ばい」と思っていたら、相手の ミスから立て続けに

ペナルティーをとり、ゴールを決めて 6-0。 ハー

フ団の好判断から左隅に吉田が トライをあげて10-
0で前半を折 り返 した。

“やれる、勝てる"と 思っていると、後半に悪い

癖がでてきた。相手が弱いと見たら全員が個人技に

走ってしまうのだ。チャンスを潰 し、スタミナが切

れたところを 1つ トライを奪われてしまったが、そ

のままノーサイ ドとなり、記念すべ き全国大会 1勝

をあげることができた。

5年連続四国大会 1位の座 を守 り、全国大会で初

めて勝 ち、 2回戦ではユニバーシアー ドのグラウン

ドも踏めた。私自身が最後の試合に出られなかった

こと以外は、すべて良かったシーズンだったと思う。

高専はラグビーに対 して良い環境ではないが、後輩

に望むことは、全国大会出場への道のりは近いと思

われるので、来年も好運 (好運だけで全国へは行け

ないが)を利用して、ユニバシアー ドで 1ト ライ、

1勝 をあげて、新居浜高専ラグビー部の良い伝統 を

残 していってほしい。

お知 らせ '90愛媛ラグビーカーニバルの開催

恒例の愛媛 ラグビーカーニバルは、来る5月 27日 、

県総合運動公園球技場 と補助グラウンドに、小学生

からオール ドラガーマンに及ぶ全クラスのプレヤー

が集まって、厳 しい中にも和やかなラグビーの祭典

を繰 り広げることになった。

メインは、国体少年のレベルアップを狙って、九

州、関西の名門校 を招待する計画がすすめられてい

る。これが実現すると、新入大会優勝の新田高単独

チームと、新田高以外の県下高校から選抜 したチー

ムとが対戦する。

四国ラグビースクール大会や近県小学生ラグビー

大会で活躍 した北条と松山のスクール対戦、また二

年連続関西中学生大会で準優勝 している中学生ラグ

ビー、大学と国体成年 2部チーム、オール ドラガー

東西対抗など盛 り沢山のゲームが予定されている。

なお、高校総体実施中の 6月 3日 には、香川の強

豪コスモを迎 えて国体成年 1部チームが、堀之内ラ

グビー場で対戦する計画もすすめられている。

―- 16 -―
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第69回全国高校ラグビー大会地区・県予選

新田高が12年連続30度 目の全国大会ヘ

松
山
城
南

松
山
聖
陵

新
居
浜
東

松 松 松

山 山 山

工 東 西

松 八 吉 野

||1 中番

商 浜 田 村

宇 北 愛 松

山

和 条 光 北

【過去10年 間の県決勝記録】

昭54 新 田50-4八 幡 浜

昭55 新 田48-4松山聖陵

昭56 新 田19-14松 山聖陵

昭57 新 田31-3松山聖陵

昭58 新 田46-15松山聖陵

昭59 新 田52-0松 山 西

昭60 新 田24-4松 [L西
昭61 新 田20-6Jし  条

昭62 新 田24-9松山城南

昭63 新 田46-0松山城南田 島 条

東予地区予選 県予選への代表の座一校 をめぐっ

て三島、西条、新居浜束の三校が激突 した。一回戦

の西条―新居浜東戦は前半 2ト ライ、 1ゴールを挙

げた西条が新東の反撃を1ト ライに押えて前年の雪

辱 を果たした。代表決定戦は総合力で優 る二島が西

条を寄せつけず74-0の 大差で東予地区代表の座 を

獲得 した。

中予地区予選 例年どおり五校の代表の座 を、伊

予農 を除 く十校で争った。新田、松山城南の二校が

推せんで出場権 を獲得。残る三つの代表を八校で争

った。その結果、一回戦二試合は松山東と愛光が松

山西、松山北 をそれぞれ破って勝 ちあがり、代表決

定戦では松山聖陵が61-0で松山工を、松山東は 9

-6の接戦で松山商を破 り、北条は39-0の 大差で

愛光を下 して中予地区の代表となった。

南予地区予選 県予選への代表の座二校 を八幡浜

吉田、野村、宇和の四校で争った。今年も上位二校

と他校の力の差は大 きく、八幡浜34-0吉田、野村

94-0宇和の結果で、例年どおり、八幡浜、野村の

二校が南予地区の代表として県予選出場 を決めた。

県予選 東予、中予、南予の各地区予選を勝 ち抜

いた、三島、新田、松山城南、松山聖陵、松山東、

JL条、八幡浜、野村の八校が出場 して県代表を争っ

た。東予、南予は前年と同じ顔ぶれであるが中予地

区では松山東が 4年ぶ り、松山聖陵が 2年ぶ りの県

予選出場 となった。一回戦四試合は新田と松山城南

をシー ド校に選び、残る 6校 をフリー抽せんにした。

この結果、皮肉にも昨年同様の野村一八幡浜の南予

勢の対戦が今回も実現することになった。第一試合

目の新田一三島は新田が三島を寄せつけず50-0で

圧勝。注目の南予対決は昨年に続いて八幡浜が25-
10で野村を破ったのをはじめ、松山聖陵一松山東は

58-6で聖陵。最も接戦が予想 された松山城南―北

条は先行 した北条を城南が激 しく追い上げ9-6の
僅差で準決勝進出を決めた。

準決勝は新田―松山聖陵、八幡浜―松山城南の間

で争われた。新田―聖陵戦は前半聖陵が大健間を見

せ後半に期待がかかったものの、新田につ き放され、

てしまった。続 く松山城南一八幡浜戦は前半から城

南が終始圧倒 し大差で決勝進出を決めた。

決勝は予想通 り順調に勝ち抜いた新田一松山城南

のシー ド校の対決となった。両校の対戦は三年連続

三度目。前半は城南の好ディフェンスで接戦が予想

されたが、後半に新田がペースを握って24-6で勝

ち12年連続30度 目の全国大会出場 を決めた。

今大会の地区、県予選には昨年よリー校少ない17

校が参加 した。今年も新田を頂点とする県内勢力図

に変化はなかったものの、新田に続 くチームの実力

差が紙一重でひしめき合 う状況が作 り出され、これ

らのチームの争いが、新田の力量との格差に少しで

はあるが近づいたようにも感 じられた。又、従来の

東、中、南子の地域差 も三島や八幡浜などの奮闘で

少 しづつ解消されている状況は今後県勢のレベルア

ップの点で期待 されるものがある。

1回戦 11月 12日  八幡浜。大洲運動公園

新 田50(る:18)0三 島
新田は重量 を前面に仕立て前半から三島ゴールを

次々と割って得点を重ねた。前半 5分、ゴール前10

mス クラムからロックの井上が中央へ先制の トライ

を挙げたのに続 き、 8分 にはWTB大 北。15分 には

ヽ 8坂田が押えて好スター ト。さらに20分、25分 と

- 18 -―
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1回戦 11月 12日  八幡浜。大洲運動公園

松山城南9(8三 8)61ヒ 条
一回戦 4試合の中で最も注日され、好試合が予想

された城南―北条戦だったが、全 くその予想通 りの
1ト ライを争 う試合展開となった。先制 したのは北

条で、前半 4分、自陣10m付近のスクラムからSO
吉野がハイパ ント、CTB広 瀬が突進 してボールを

拾い、約40m独走 して右中間に トライ。ゴールも成
功 して 6-0と リー ドした。これに対 し城南は13分

と23分にPGを 成功 させ 6-6の同点とし前半を終
った。後半に入っても両チームの激 しい攻防が続い

た。特にスクラムでは1ヒ条が押 しぎみで城南にブレ

ッシャーをかけたが、城南はここをよくしのいだ。
26分、北条陣に攻込んだ城南はSO前田がPGを

成功 させリー ドしたが、これがそのま のヽ決勝点と
なった。Jヒ条はノーサイ ド直前にPGの チャンスが

あったがこれを外 し涙 をのんだ。

新

準決勝 11月 19日  県総合運動公園球技場

田36(1:IT)10松 山聖陵
前半、松山聖陵の大健闘で試合の行方を面白くさ

せたが、後半に入ってペースをつかんだ新田が善戦
する聖陵を振 り切った。第一シー ドの新田は前半、
ラックやモールのFW戦で聖陵に押 され苦戦 した。

前半 7分、新田は右 5mの ラインアウ トからFWが
押込んでそのま ヽトライして先制。 しかし聖陵は15

分、ヽ 8日 浦が右ス ミヘ押え同点とし、さらに20分

にはPGで 7-4と 逆転。新田は25分 に中央ライン

アウ トから左へ回し左WTB大 北が50m独走中央 ト

ライ。ゴールも成って 7-10と した。聖陵はこのあ

とPGを決め10-10の 同点でハーフタイム。後半に

なると新田FWが球 を支配。 8分、22mス クラムか

ら、右WTB町 田が右スミトライ、10分、13分には

SH河辺の好判断からトライを連取 し、聖陵を突 き

放 した。聖陵は後半自らの攻撃が出来ずノー トライ。

前半の善戦のみに終 った。

く 1.11.19

準決勝

新 田 ― 聖 陵

新田FWサ イ ド

を突 きトライ寸前

1  11  19

準決勝

城 南 一 八幡浜

城南の突進 をタッ

クルで阻む八幡浜

―- 20 -―
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ピ斃胤Ъ 軍
1回戦 1989年 12月 28日 花園第 lG

大会出場の 2年生を中心に

花園での経験を生かしてほしい

新田高主将 (CTB)西  川  明  良

平成元年12月 28日 、第69回全国高校ラグビー大

会の 1回戦で、栃本の作新学園と対戦した。14-

0で 1回戦を突破することができなかった。一生

懸命戦ったが作新学園には勝てなかった。

前半、FWがよく頑張 り、敵陣に攻め込んでい

た。何度かゴールに飛び込み トライを取るチャン

スもあったが、ゴール前の決定力と集中力がない

ために、 トライを取ることができなかった。

このまま後半も攻め込み、みんな勝つ気であっ

たが、BKの デイフェンスの甘さと、FWの前半

の攻め疲れから、立て続けに2ト ライを許 してし

まい、最後は、モールを押 し込まれて駄目押しの

トライを取られ、試合は終わってしまった。

全国大会で作新と試合 してまず思ったことは、

チャンスの時やゴール前での集中力と、攻撃やデ

ィフェンスの時の判断がとても大事だということ

を、あらためて知らされた。また、組織プレーが

徹底できていないといけないということである。

これは練習の時にできていても、試合でできない

ればなんの意味がないものだと痛感させられた。

この大会で試合に出れた 2年生は、負けはした

けれど良い経験ができた

と思 う。このことを生か

して 2年生が中心となり

他の部員を引っぱってい

ってほしい。そして、花

園での悔 しさを二度と味

わないよう頑張ってほし

い。そのためにも、全国

大会で勝 ち上っていける

ような、プレーでも精神

面でも強いチームになって

ほしい。

作新学院14(∴I:)0新 田

12年連続30度 目の全国大会出場の新田は一回戦

で栃本県代表の作新学院と対戦 した。

前半の新田はFW戦で優位に立ち、終始ボール

を支配。開始早々から作新陣内へ深 く攻め込んだ。

重量 FWが攻撃の主導権 をもってゴールライン 5

mま で何度も何度も迫ったが、作新の固いデイフ

ェンスを突破することができなかった。又、ライ

ンアウ トやスクラムから多彩な攻撃 を仕掛けNo 8

坂田やWTB大 北を走 らせたが、作新のタックル

は鋭 く、タッチラインに押 し出されるなど得点に

至らず 0-0の まま前半を終了。後半になるとこ

れまで耐えてきた作新のディフェンスが逆に鋭い

攻撃力となってあらわれ 4分、 5mス クラムから

作新の右WTB山 中に右スミに トライを許 し先行

された。新田は後半になってボールの支配力が低

くなり攻撃力も低下。逆に作新は 6分、18分 と甘

くなった新田のデイフェンスのスキを衝いてたた

みかけ勝負を決めた。

l H.1.11.23 県予選で優勝 し全国大会 に出場 した新田高チーム
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北条北中のキックオフのボールを、南第二中F

Wが取リラックになり、こばれたボールを左ウイ

ング在島田が盤ヽい、 そのまま70m`虫走 して トライ。

その後お互いに決め手を欠き、 トライには結びつ

かなかったが、終了間際に南第二中がペナルテイ

をもらい、FWが突込みラックになったボールを、

M8中津がもぐって トライとなる。

後半に入れば南第 二中の一方的な試合運びとな

り、 6ト ライ4ゴールを決めたが、北条北中の最

後まであきらめないプレーには、 2年生中心のメ

ンバーだけに来年が楽しみである。

城西中14(&19)7松山北中
前半、お互いに走 り回り、チャンスはあったが

最後のつめがなかった。それ以上にディフェンス

が良かった。

後半10分、城西中が相手ゴール前のスクラムを

押 し切 り、スクラム トライを奪 う。14分 には相手

陣22m付近のモールから、 3番松本がサイ ドを突

きトライ。16分 には左オープンに回して12番 白石

▲

H.1.11.19準 決勝 南第二 VS lし条北

南第 1の突進 を阻む北条北

が トライ。このまま逃げ切るかと思われたが、松

山北中も24分 にペナルティをとり、ゴール成功。

ゲーム終 了間際には相手陣22m付近のラックより

右サイ ドを突 き、 2番江戸が トライし、最後まで

城西中を苦 しめた。新設校でありながら、本当に

良 く頑張ってくれたと思 う。

決勝 11月 23日  県総合運動公園球技場

南第二中46(::三 :)3城西中

決勝戦で観客が多いということもあってか、前

半の始めはお互いに緊張 していたようだ。 6分、

南第二中は相手ゴール前のスクラムからヽ 8がサ

イ ドをつき、右ウイング大野に繋いで トライ。そ

の後 16、 19分 とBKが走って トライを重ねる。24

分、城西中は相手のオフサイ ドによリペナルティ

ーゴールをねらい成功。

後半に入って南第二中が6ト ライ、 4ゴールと

点差では大 きく上回ったが、城西中 2年生のメン

バーの地道なプレー、まじめなプレーは称賛 され

るものがあり、今後に大 きな期待が寄せられる。

同準決勝 城西 VS松 山北 >

―- 24 -―
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1回戦 2年 1月 5日 花園ラグビー場 I

南第二中22G:=:)7甲 南中

甲南中がキックオフのボールを南第二中陣深 く

に蹴 り込み、FBが もたつきキャリバ ックとなる。

その 5mス クラムより甲南中N08が左サイ ドを突

き右中間に トライ。 8分にも甲南中が相手ゴール

前まで攻め、ラックのオフサイ ドよリペナルティ

ーゴールを狙い成功 (南第二中 0-7甲 南中)。 し

かし南第二中もようや く立ち直 り、19分南第二中、

相手ゴール前のスクラムよりSO松田が相手をず

らし、CTB大 野にパスして大野が右中間に トラ

イ (6-7)。 24分 にも相手ラインアウ トのボール

を取つて右オープンに回し、最後はフォローに行

った SO松田が右中間に トライして10-7と 逆転

した。

後半 5分、前半の逆転に勢いを得た南第二中が、

甲南中22m付近まで攻めて反則 をさそい、ペナル

テイから左オープンに回してWTB鶴 田が左中間

に トライ、ゴールも成功 して16-7。 20分 には自

陣22m付近のラインアウ トより左オープンに回し、

またもや鶴田が60m独走 して中央に トライ、ゴー

ルも成って22-7。 花園で一勝 をあげた。

県代表 となり

関西大会で

準優勝 した

南第二中

メンバー

【Bブロック】

前半の中ごろからタックルも決まり、南第二中

の展開ラグビーができての勝利だけに大 きい意義

があった。

決勝戦  1月 7日 花園ラグビー場 I

南第二中 4(:II:)28天理中

前半 2分、天理中のパスミスを南第二中FWが
拾い、早いテンポでCTB大 野からWTB鶴 田に

ボールが渡 り、60m独走 して左隅に トライ、 (4

-0)し かし5分、天理中は相手10m付近のスク

ラムより左サイ ドを突 き、FBが ライン参加 して

中央に トライ。 4-6と 天理中に逆転 された。 8

天

理

中
③

（近
畿
第
二
）

菰

野

中
③

（東
海
北
陸
）

松
山
　
　
＞

南
第
二
中

初

（中
・四
国
Ｘ

甲

南

中

初

（近
畿
第

一）

天理中
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が吹いていました。

た つた半年足 らずの日々で、ここまで来れたの

も、先生の情熱と子供達のパワーの一体化ではな

かつたかと思います。 ｀
成せば成る、の精神は、

今後のこの子達の将来にきっと役に立つことでし

ょう。花園ラグビー場の広さと、総勢29名 の子供

達の心は同じくらい広いものがあったような気が

して、親として本当に嬉 しく思います。

天理高 ラグビーの真髄に触 れる
平成元年度指導者講習会

3月 10、 11日 の二 日間、協会は県教委と共催で、

県下の中学 。高校の指導者を主対象に指導講習会

を開催 した。今回は正月の全国高校大会で 6度 目

の全国制覇 を成 し遂げた関西の名門、天理高の後

藤典郎部長と田中克己監督 をお招 きした。

両講師のお話 しの中で随所に ｀
やはり天理高だ

なあ、と感 じることが数多くあった。詳細は次号

に載せることとして一部 を紹介する。

一―現在部員は約50名 程度。今大会で勝 ち上るに

つれてケガ人が続出し、止むなく2年生主力の編成

で対戦 した。よく天理高は層が厚いといわれるが

そうではない。 1年生の時からいろいろなポジシ

ョンを練習させてきた成果が、出場 したいという

選手の意欲 と相 まって期待どおりに活躍 してくれ

たのである。

一―主要な練習方法A・ B・ Cを 設定 し、それぞ

れ何 を狙っているかをよく説明し、ここはこうす

る、ここはこうだと約束ごとを決めておく。相当

な運動量である。もし約束を破 ることがあれば、

主将 を中心に選手達同志で検討 させて、守 らせる

か変更するかを判断する。高校生は素晴 らしいも

のを持っており、むしろ教えられることが多々あ

るので、決 して教え込むようなことはしない。つ

まり、選手個々の自主性 を育て、それをリーダー

がまとめるということを普段から心がけているこ

とが、大事な試合のここ一番の時にプラスαのカ

が出るのだろう。

――天理高は身体が小 さいのでディフェンスを重

視 し、反転 してカウンターに出る戦法 をとってい

る。そのために、常に全員がボールの位置をキッ

チリと見 きわめ、ボールに最も近い者は外側に、

順次内側 にとボールに集る動 きとボール処理 を、

(講議中の後藤部長。その左は田中監督)

実戦に則 して徹底的に練習 させている。

●テレビ観戦 していて、どんな場面でもつねに

白いユニホームが一歩早 く、ボールに集ってい

たシーンがいまも瞼に焼 きついている。

一― OBが コーチにくると普段やっていることと

異 る指導をされて、選手達が困ることがある。こ

れには選手個々にどちらがよいのかを考えさせ、

判断 させている。その上で分 らないことは聞きに

くるようにと指導 している。みんなそれぞれに正

しい指導をされているのだから。

一―今大会で対花園戦は同点、 トライ数も同 じで

抽せんとなった。天理高主将が先にクジを引いた

が何の反応も示 さない。負けだと思った。その直

後に引いた花園高主将がガックリとうなだれた。

後で知ったのだが、 うちの主将はクジを見て誰に

も分らないように、片方のコブシをギュッと握っ

たとのこと。彼の相手に対する思いやりの深 さ、

スポーツマ ンシップがにじみ出たシーンだった。

別にそのようなことは教えはしなかったのだが。

●勝利の喜びは誰 しもその瞬間に、全身で表現

したいものである。しかし、負けた相手の心痛 を

察する奥ゆかしさ、心のゆとりがほしいものだ。

一ヽ- 28 -―
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平成元年 9月 17日 、高松市の香川県営サッカー

・ラグビー場 に、四国 4県から7ス クール、少年

ラガー 277人 と多数の父母が集い、ラグビーシー

ズンの幕開けにふさわしい第 l lHIの スクール大会

が開催 された。本県からは松山と北条のラグビー

スクールから69名 の少年達が参加 した。

この大会は、高松、丸亀、北条、松山、高知、

嶺北、徳島の 7ス クールが主催 し、高松ラグビー

少年団が主管 して挙行されたもの。井 _上 大会長

(香川県協会スクール委員長)が
―

この大会が

年を重ねる度に更に盛大に、多くのラグビー仲間

を育てながら、ラグビーのもつ素晴 しさを身につ

け、日常生活でも友達と仲良 く扶け合い、勇気あ

る少年育成の場であることを願 う。一― とあいさ

つされたように、ラグビーの底辺拡大、ひいては

笛 の 大 切 さ

Jヒ条スク ルオ交長 池 本 享 啓

「先 /1_、
今年の夏休み

は皆んなよく練習 したと

思いませんか」。「そうだ

なあ、良く頑張ったと思

うよ .′ 」と答えたが、こ

の ^言 がのちに後悔する

はめとなるのである。第

1回四国ラグビースクール大会の前日に出発して、

一泊 したいと子供達が言い出 したのである。

私 もいろいろ思案 し、父母の会にも相談 した結

果、高学年のみ前日に出発 し、低学年は当日に出

発 ということで父母の賛同を得ることができた。

子供達の意気込みはそれほど強 く、この大会を目

指 して子供達なりに、夏の暑 さにもめげず頑張っ

ていたのである。また、父母の側 も多数の参カロが

得られ、試合にのぞんだ。

四国四県のラグビーレベルのアップにつながるこ

とを大いに期待 したい。

ゲームの結果は、次のように北条スクールの少

年達の健間が光った。当日観戦応援 した父母の皆

さんを代表 して感想 を寄せて項いた。

〔成 績〕

Aチ ーム 5・ 6年

徳島 8-4松 山

高松60-0松山

Jヒ

`程

56--0苓貢Jヒ

北条16-4丸亀

Bチ ーム 3・ 4年

北条28-0徳島

北条16-0高知

丸亀16-4松山

高松20-12松 山

Cチーム 1・ 2年

北条24-0丸亀

高知12-81ヒ条

当日は快晴で、開会式後には多くの応援にも恵

まれ、了・供達は元気一杯。
「
ilく も他県チームと友

達になり、話 し合 う子供 もみられ、大会に参カロし

てよかったと痛感 した。

いよいよ試合開始。Aチ ーム、 Bチ ーム、Cチ

ームともに前もって抽選をしていたので、ゲーム

は順調に消化できた。 しかし、第 1回大会という

ことで、今後の課題 も幾つかあったと思 う。

我が北条チームはA、 B、 Cチ ームともに、父

兄と指導者が 体́で行ったナイター練習の成果が

実 り、好成績で帰路についた。帰 りの車中では、

疲れているから少 し寝 るようにと注意 したが、私

のそんな言葉は無視 され、高松から1ヒ条に若 くま

でゲームの話でもち切 りだった。

私 も子供達からルールについて聞かれたり、レ

フリングを問われたりで、指導者 として大いに反

省させられ、勉強もさせられたものである。特に

子供だからといって、いいかげんな気持 ちで物ご

とを処理 したり、教えたりしないで、将来性のあ

る子供だからこそ、真剣に話 し合い、理解 させね

―- 30 -―
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ラグビーの魅力に取りつかれそう

Jヒ条ラグビースクール

父母会 矢 木 千 鶴

私共の兄弟は、兄が 4

月にサッカー部に入った

のと、友達がラグビーを

していたのがきっかけで、

小 2の次男は 6月 にラグ

ビースクールにヌ、りまし

た。丁度 9月 に試合があ

るということで、夏休みも頑張って練習に行 きま

した。親 が見ているとハラハラの日々で した。

いよいよ試合の当日、いつもは夜半に起 きない

子なのに興奮 してぃたのでしょうか、何 inlも 起 き

ボールをしっかり

と抱いて、バイン

ドも固 く突 き進む

Jし条少年ラガー達

てきては、「まだ 5時 じゃないん ?」 の繰 り返 し

でした。 6時出発のバスに乗っての高松行 き、子

供ははしゃぎ回っていました。

開会式が始まり、いよいよ試合開始。相手は高

知でした。はじめての試合とあって、さすがに緊

張 している様子。前半は上級生の後ろを走るのが

精一杯の有様でした。後半になると少 し馴れたの

か、チ ョロチ ョロ動 くようになり、ボールを取れ

るようになりました。終 ってみると 1回戦、 2回
戦 とも圧倒的な勝利 2-0。 「ヤッター /」 すか

さず子供がVサ イン。

「お母 さんボール取れたよ」、「やったょ」と

しっかり喜んでいました。親子ともども、ラグビ

ーの魅力に取 りつかれそうです。
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里馬の良い面だけが目立った試合となった。

2日 目は、地元岡山の津山クラブと3位 を懸け

ての対戦である。県代表としてここで敗ける訳に

はいかない。昨日の疲れなど全く感 じさせない、

並々ならぬ気の入れようであった。前半は 1ト ラ

イを奪いリー ドしてハーフタイム。いけるぞ。′

しかし、後半徐々に遠征の疲れが見え始め、 2本
3本 とトライを許してしまった。

今回の大会では、 2試合とも敗れてしまい非常

に残念であったが、対戦した両チームとも紳士的

で、試合後には心持よい秋風のようなさわやかさ

を感じた。

湯之郷ホテルでは酒も入り、試合について、ま

たラグビーについて夜を徹して語り合い、クラブ

内の親睦をより深めることができ、大きい収獲で

あった。このような、記念すべき第 1回大会に参

プレー トーナメント

(岡山B)津 山クう

(広 島)福 山クう

(愛 媛)三 島クう

(大阪A)千里 ,馬 クう

カロする機会を与えてくださ

員一同深 く感謝している。

カップ トーナメント

優勝 六甲クラブ (兵庫 )

ボール トーナメント (A)

優勝 長門クラブ (山 口)

ボール トーナメント (B)

優勝 米子 クラブ (鳥取 )

った協会の方々に、部

身長 186cm、 体重95キ ロの巨漢、新田高 3年 ロ

ックの松本君 (松前町出身)が、昨夏の代表候補

の合宿や国体、全国大会でのプレーが高 く評価 さ

れて、晴れの代表に選ばれた。 3月 中旬から約20

日間、近代ラグビー発祥の英国・スコットランド

に遠征する。―一全国大会での作新学園戦では、

ラインアウ トでボールが奪えず、自分では満足で

きない不本意なプレーだったので、まさか選ばれ

るとは思わなかった。最高にうれしい。将来のた

めに学べることは何でも身につけて帰 りたい一一

と意欲満々。福沢監督 も「巨体 を生かし、ライン

アウ ト、スクラムなどの基本プレーがしっかりし

ている。密集への参カロ姿勢も積極的」 と愛弟子に

大 きい期待を寄せている。法政大へ進学が決定。

〔53年度〕イングランド遠征

村上 啓也 SHB。 新田一 日体大一米子東高

教員、部長

〔55年度〕豪洲遠征

河野 利晴フッカー、新田一名城大一日本鋼管

亀岡 政幸 SHB。 新田一筑波大一新田高教

員、コーチ

○山本 巌 (新田一 早大一 リコー、現サ ント

リー監督)がコーチとして指導

〔56年度〕イングランド遠征

栗原 誠治 (2年 )ロ ック。新田― FT・・大一サ

ントリー。

渡部 監祥 SO。 新田一帝京大一東芝府中

○山本 巌 (前出)56～ 58年度の監督 となる。

〔57年度〕カナダ遠征

栗原 誠治 (3年 )ロ ック。前出。

061年早大 4年のときイングランド・スコ

ットランド遠征日本代表、62年度第 1回

ヮールドカップロ本代表として活躍。キ

ャップ 3。

〔59年度〕ウエールズ遠征

須之内浩司プロップ。松山聖陵―明大一三菱

自工水島。

〔63年度〕ニュージーランド遠征

藤田 信之WTB。 新田一三洋電気

(一部愛媛新聞より引用)
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極寒の満洲、そして猛訓練。戦況はとみに悪化

し、予備士官出の将校は消耗品とまで言われた時

代だったし、生きて帰れるとも思っていなかった。

幸い本土防衛のため高知に帰って終戦を迎 えるこ

とができたお陰で今日に至っている。何に糞″と

たった二文字ではあるが、この当時の私 をどれだ

け勇気ずけてくれたことか。

もし、これを大阪人気質にあてはめてみたら、
｀
何に糞″やったるで、ということになるのだろ

うが、格闘競技であるラグビーでは殊のほか必要

な精神要素であり、これに
｀
わしについてこい、

ぐらいの意欲があれば申し分ないのだが、今の愛

媛人の中には余りお目にかかれない、と思われる

がどうだろうか。これくらいのファイ トを燃 して

戦って欲 し′いものである。

｀
ラグビーでは飯は食えんが、ラグビー精神で

は飯が食える、とよく戦前のラガーは教えこまれ

たものだ。私もその一人である。ラグビー精神が

如何に大切なものであるかをしっかりとご指導い

ただいたお陰で、今日の自分があるのだとラグビ

ーの恩師、先輩方に心から感謝 している。

ラグビーを始めて53年、私はラグビーを選んだ

ことに誇 りと感謝の気持で一杯である。元年10月

4日 、社会体育の部門ではあるが全国表彰を受け

沢山のラガーから祝福 して項いたのも、心身とも

にラグビーで鍛 えて項いたお陰だと思っている。

愛媛の次代を担 うラガーが、ラグビーの正 しい

マナーを通して素晴 らしい社会人に成長 してくれ

ることを願って止まない。

H.1 11.26

思惑 ク 対

大工大高OB戦

く大西さん、ナイス

キャッチできるか

な ?

||― ‐‐‐
―

‐―・・・ ――

大工大高OBバ ック>
スの果敢なアタック
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この凹地の平旦部を造成

思惑クラブ 20周年記念行事を企画

思惑クラブは、平成 3年度で20周年を迎える。

年々クラブ員が増加し、若手はもちろん熟年組に

おいても、全国的に通用する実力が備わってきた。

大阪、東京、福岡の三惑クラブをはじめ、関西、

中四国の多くの惑クラブとの対戦を重ねてきた成

果が実りつ あゝるこの頃である。

このようなことから20周 年の大きい節目に、記

念すべき行事を企画することなったもので、昨年

12月 10日 、県総合運動公園のパーラーダリアで、

山内実行委員長が中心となって関係者が話し合っ

た。

当日決定したのは、次の基本事項である。

○惑々、不惑、迷惑の三惑をメインにしたい。

○平成 3年 11月 中旬までの上、日曜日の二日間。

○県総合運動公園球技場で行う。

○真の「赤・黄」チーム1つ と「白・青」で 2チ

ームをつくる。

○カラー写真入りの思惑クラブ名鑑を作成する。

平成元年度愛媛県体育協会

スポーツ功労賞等の表彰

(財)愛媛県体育協会 (伊賀貞雪会長)では、

3月 27日 県庁第二別館大会議室において、スポー

ツ功労賞等の表彰式を行 うが、ラグビー関係から

は次の方々の受賞が決定 した。心からお喜び申し

あげます。

oス ポーツ功労賞    大西五郎氏

○スポーツ優秀指導者賞 鳥谷忠男氏

○優秀スポーツクラブ賞 スレッドクラブ

大西 さんは思惑 クラブ会長で、昨年10月 4日 、

社会体育指導員として地域スポーツ振興に寄与さ

れた業績が認められて、全国表彰を受けられたこ

とに続 く二重の栄誉である。本誌の別項に大西さ

んのラグビー人生について掲載 しているのでご覧

いただきたい。

烏谷さんは、新田高―明治大学を卒業 して昭和

40年 4月 、松山聖陵高に奉職され、翌年同校にラ

グビー部 を創部 して監督 になられた。

自らは高校時代に 2度 全国大会に出場 し、明大

時代には学生でありながらも、昭和38年 4月 のカ

ナダ遠征 日本代表のフランカーとして活躍 される

など、高度なラグビーを体得している実力派の指

導者である。
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▽第44回国民体育大会 (北海道)

【少年の部】 江別市

一回戦 9月 17日

埼玉選抜 愛媛選抜

14(:三品)10
渡部慎司

坂田信幸

野間 光

井上忠裕

松本昌丈

上月 晃

岡崎 正

坂本直幹

韮塚由和

大鷲紀幸

橋本謹嗣

江田憲仁

金子敏幸

久保田忠

河辺則彦

田村昭雄

大北ネ谷,台

西川明良

門田誠治

町田俊彦

中出尚哉
'  1日

野猛仁  石橋哲也 サ  1熊 本英嗣

森 一生 FB 影浦 ―夫  藤本 薫 FB 影浦一夫

▽ 第69回全国高校 ラグ ビー大会

東予地区予選

一回戦 10月 8日  西条高

西 条14(TI!)4新 居浜東

代表決定戦 10月 10日  西条高

三 島74(::三 8)0西 条

中予地区予選

一回戦 11月 3日  堀之内県営

松山東 9(:三 :)0松山西

愛 光30(1:18)0松 山北

代表決定戦 11月 5日  堀之内県営

松山聖陵61(::=:)0松 山 工

松 山 東 9(:=:)6松 山 商

北  条39(::=:)0愛   光

南予地区予選

一回戦 10月 29日  吉田町運動公園

野 村94(お二:)0宇 和
八幡浜34(l:三 :)0吉 田

県予選

一回戦 11月 12日  八幡浜大洲運動公園

新 田    二 島    八幡浜    野 村

50(男三:)0     25G江 :)10

塚越 孝

新井康司

小林章典

島田直樹

門倉 豊

島田 章

島田昌糸己

島津久志

FW

HB

TB

浜田朋洋 FB 田中昌博

【成年 1部】 札幌市月寒屋外競技場

準々決勝 9月 18日     5～ 7位決定戦

(長 山奇)

北海道選抜  愛媛選抜  三菱重lE長崎

19(ι三3)15     70酬 I:)

立井則昭  渕野敏博

熊本達也  尾崎幸治

池田智則  ,も場 新

大森啓士  福田哲也

沢田靖治  後田貴光

河本義文  内田賢二

上田 尚  '可里予1蓼一

渡部英雄  大久保哲也

亀岡政幸  分部和弘

菊池恒仁  松尾真一

中矢博司  森下俊明

宮脇昭彦  松尾宏司

森  止  堀 清隆

田中彦好

山崎高徳

久保田聡

定好敏幸

オf田岡」彦

下ガ召 潤

菊池直哉

鈴木 武

阿部修士

中村 功

FヽV

HB

TB

FW

愛媛選抜

3

熊本達也

渡部英雄

池田智則

大森啓士

忽那豊文

河本義文

上田 尚

大川恭一

亀岡政幸

菊地恒仁

浪本博司

日野猛仁

森  止

渡部慎司

麻田晃司

野間 光

井上忠裕

松本昌丈

上月 慶

岡崎 正

坂田正彰

FW

」難露庭 ITB

II][ITB
IHf=B同」三  FB

鈴木弘二  清家亮太

神高中征  寺山宗慶

高橋和孝  佐 本々和仲

野村知臣  曽我明弘

武村哲也  山下純司

大西直樹  4ヽ笠原正人

石川剛士  林 雅樹

大西敬明  二宮 豊

続木義晴  儀崎正人

天野 純  本山 剛

石川賢吾  三神光二

松本

'間

榔  矢野幸徳

伴野勝也  柳沢宅,鴫

赤瀬博士  堀田昌宏

大西一弘  崎田英治

FW

稲葉 茂

名本 林

井上淳一

日渕伸吾

山本邦彦

上甲智則

伊井祐二

原井川義典

三瀬道春

大塚 隆

榊原直行

平 達也

熊野栄司

渡辺 洋

原井川誠二

HB

TBHB

渥り木酉
|

青木 栄
|

TB
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四国地区予選

一次予選 11月 12日

松山大グラウンド

松山大学 徳島大学
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決 勝 11月 19日

松山大学    高知大学

13(:三 :)0

小 里予(松 山 西)

力 久 (関  西)

田 村 (大   嶺)

安 藤 (大 分 商)

兵 頭 (野  村)

中 嶋 (松  永)

木 原 (三  島)

南 方 (北  条)

豊 日(大 分舞鶴 )

神 高(三   島)

渡 部(lL  条)

横 本 (北  条)

橋 本 (新  田)

久 保 (松 山 西)

青 野 (松 山 西)

地代所 (八 戸 南)

八 塚 (新   田)

中 西 (り |1越 二E)

高 橋 (岡  津)

'1 
郷 (保  善)

遠 藤 (富士河口湖)

中 村 (熊 谷 工)

中 野 (本目模台工)

西 森 (F5真 南)

小 杉 (目  黒)

赤 塚 (鈴  鹿)

飯 野 (山梨学院大附)

住 友 (吉  田)

佐 藤 (拓 大紅陵)

奥 田(中 標 津)

HB

TB

FB
HB

HB

岡
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田

木

井

良

島

尾

崎

中

坂

淵

野

田

橋

FW

HB

小

力

田

安

井

福

本

南

豊

神

渡

横

橋

久

青

中四国地区予選

決 勝 11月 26日  県総合運動公園補助

松山大学 広島大学
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豊

ネ申
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全国大会

一回戦 1月 2日  愛知

(中 四国)

松山大学

/1ヽ   里予

力 久

日  本f

た多  里予

兵 頭

井 澤

福 原

南 方

豊 田

神 高

渡 部

横 本

橋 本

久 保

肩手  里予

平 田

迎

鎌 田

伊 藤

利 光

正 好

高 木

森

安 藤

種子永

木村OD

高 橋

田 上

志 方

木本メ動

ン ド

FB

グラウ

FW

FW

※ トライ数で山梨学院大に出場権

▽ 第 20回全国高専 ラグ ビー大会

四国地区予選

一回戦 11月 25日  弓削商船グラウンド

阿南工専    弓削商船  新居浜工専

39(3二 :)0
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荒 金

黒 川

尾 添

宮 永

長 岡

日 置

古屋敷

荒 木

宮 脇

村 松

織 田

松 山

都 賀

若 杉

菅

口論義運動公園

(関 東 2区 )

山梨学院大学

井内康文

秋月 薫

佐藤弘幸

冨永浩文

北西岡」史

世直恵輔

森 敏史

岡田 聡

尾田好武

木村有宏

戎井英男

千葉 学

喜井克浩

藤川暢彦

樫葉次郎

決 勝

28(i`=:)

FW

FB

高松工専

0

中川貴樹

高岸雄一

日中計秀

納田京介

国内直也

岩村文彦

佐野孝行

lTI園  実

松長彰三

細川裕之

林田昌三

阪川賢浩

島田博司

根本利満

森岡 誠

HB

TB

Fヽハ/

田頭公望  三井 毅

古門哲安  鴻上慎次

神原 哲  渡辺誠之

占浦一人  松口 猛

岩倉裕司  村上弘志

柴山奇 和   森   ,羊

見生誠治  大場 信

林 克也  IJ中 祐治

桧垣泰助  得能通泰

千葉健也  守田伊俊

菊池慎二  西原規敏

広庭康貴  荻山和也

神原浩彰  吉田敏彦

橘  毅  岡田 武

楠本浩章  '表海博通

11月 26日  弓肖J商 舟合グラウンド

HB

TB

FB

HB

TB

新居浜工専

12(:三 :)

][県|IFW

阿南工専

8

井内康文

秋月 薫

佐藤弘幸

宮原和幸

21(V三 1)④
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決 勝 11月 23日  県総合運動公園

南第二中    城西中学

46(:`二 :)3

FヽV

佐伯竜介

中川哲二

松本美浩

亀井 秀

松下善一

和田言成司

山西照吉

北野 浩

花井 拓

黒田正晃

岩本雅和

自石拓也

岩本直也

村瀬陽一

決 勝 ラウ ン ド1月 7日  花園ラグビー場第 1ク

(近畿第 2)   (中 ・四国)

天 理 中    松山南第二中

28G距 :)4

松本耕典 FB 西原大輔

※松山南第二中が中四国地区代表とし

西尾恵介

稲村吉広

北浦 虎

橋本洋介

佐上大二郎

南孝太郎

比見広一

稲次信二

土佐忠徳

奥田正大

松村 史

高橋陸雄

松隈孝三

西 嘉通

て関西大会に初出場      八ツ橋1参身

宮内雅浩

栗田啓太郎

小松弘明

石本士樹

土居英治

武田信吾

渡部幸治

中津 誠

松田国明

松田悟志

鶴田 一

高岡 毅

沖中俊一郎

大野英樹

宮内雅浩

栗田14太郎

小松弘明

石本士樹

平野秀則

武田信吾

今井幹也

中津 誠

杉野裕介

松田悟志

鶴田 一

大野英樹

沖中俊 郎
高同 毅

松本耕典

Fヽ/

HB

TB

HB

TB

「
B

関西大会

【Bブロック

ー回戦 1月

(中 ・四国)

松山南第二中

22

宮内雅浩

栗田啓太郎

小松弘明

石本士樹

平野秀則

武田信吾

渡部幸治

中津 誠

】

5日  花園ラグビー場

(近 畿第 1)

甲南中

(::=:)7

FW

冒[糞作 験留層rlHB

[][| []]ilTB
柚山友広 松本耕典 

「
B

藤井良平

編 集 後 記

やっと本誌第13号の刊行にこぎつけました。本号で

は昨秋から、今年の正月大会までの愛媛 ラグビーの動

きを追っています。正月大会には高校、高専、大学、

尾関政義 企画されています。第14号ではこの10年 間の愛媛ラグ

桧LLl正樹  ビ~の動 きの総括 を記念号として発刊する予定です。

吉同直之  お楽 しみに……。         (中 野・二神 )
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